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２
０
２
２
年
度
大
阪
市
一
般
会
計
決
算
な
ど
を
審
議
す
る
市
議
会
が
９
月
1
5
日
か
ら
1
2
月
1
4
日
ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
会
議
員
団
が
1
0
月
2
4
日
、
大
阪
市
役
所
内
で
開
い
た
「
秋
の
市
政
懇
談
会
」
で
山
中
智
子
団
長
が
、
市
議
会
の
動
向
や
維
新
市

政
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
大
要
を
紹
介
し
ま
す
。

万
博
・
カ
ジ
ノ
は
き
っ
ぱ
り
中
止

市
民
の
た
め
の
大
阪
市
に
転
換
を

四
４
ハ
″
弓
劈
ｑ
″
山
中
智
子
団
長
の
報
告

議
会
に
生
ま
れ
る
翼
賛
体
制
の
危
険

　
４
月
の
統
一
地
方
選
で
維
　
明
党
も
自
民
党
も
「
民
意
だ
　
分
強
、
4
5
人
が
海
外
出
張
に

新
が
単
独
過
半
数
を
占
め
ま
　
か
ら
」
と
い
っ
て
条
例
案
に
　
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
す
る
な
ど
、
議
会
は
翼
　
た
。
来
年
１
月
に
は
Ｉ
Ｒ

　
直
後
の
５
月
議
会
で
、
維
　
賛
体
制
が
生
ま
れ
る
危
険
性
　
（
カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統
合

新
は
「
身
を
切
る
改
革
」
だ
　
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
型
リ
ソ
ｔ
ト
）
の
視
察
で
、

と
し
て
、
議
員
定
数
を
8
1
か
　
　
一
方
、
維
新
、
公
明
、
自
　
マ
ニ
ラ
や
韓
国
の
カ
ン
ウ
ォ

ら
Ｉ
ヽ
挙
に
7
0
に
削
減
す
る
条
　
民
の
幹
事
長
会
議
で
、
い
ま
　
ン
ラ
ン
ド
に
行
く
計
画
で
す

例
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
公
　
の
任
期
中
に
議
員
総
数
の
半
　
（
公
明
党
は
辞
退
）
。

財
政
調
整
基
金
を
大
き
く
貯
め
込
み

　
９
月
2
8
日
の
本
会
議
で
一
　
千
万
円
で
す
が
、
全
額
国
費
　
人
材
確
保
や
定
着
に
は
、
給

般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
人
材
確
保
事
業
（
７
　
抜
本
的
な
対
策
が
急
務
で

　
主
な
内
容
で
は
、
物
価
高
　
億
２
千
万
円
）
は
、
５
～
７
　
す
。
　
。

騰
対
応
で
社
会
福
祉
施
設
や
　
年
目
な
ど
節
目
の
年
を
迎
え
　
　
Ｏ
～
２
歳
児
の
保
育
料
無

医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
援
金
　
る
保
育
士
に
一
時
金
を
支
給
　
償
化
（
来
年
９
月
）
、
塾
代

が
あ
り
ま
す
。
総
額
3
2
億
８
　
し
ま
す
が
、
こ
と
し
限
り
。
　
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
（
来

年
1
0
月
）
の
準
備
経
費
も
盛
　
私
た
ち
は
万
博
関
連
事
業
に

句
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
は
反
対
で
す
が
、
支
援
金
な

　
万
博
関
連
で
は
、
「
空
飛
　
ど
が
一
体
の
補
正
予
算
案
に

ぶ
ク
ル
マ
」
の
会
場
外
ポ
ー
　
は
賛
成
し
ま
し
た
。

ト
整
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
　
　
こ
の
補
正
を
終
え
た
時
点

で
、
財
政
調
整
基
金
（
2
3
年

度
末
見
込
み
）
は
２
４
６
０

億
円
。
2
0
年
度
決
算
（
１
６

６
４
億
円
）
か
ら
７
９
６
億

円
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
国
か
ら
の
お
金

だ
け
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な

が
ら
、
財
政
調
整
基
金
を
増

や
し
て
い
る
大
阪
市
の
よ
う

な
自
治
体
は
、
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。

世
論
な
ど
を
力
に
前
向
き
な
変
化
も

　
世
論
と
運
動
で
、
少
し
前

向
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
市
は
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提

供
を
、
2
0
年
度
に
閲
覧
か
ら

デ
ー
タ
提
供
に
変
え
ま
し

た
。
翌
年
か
ら
提
供
を
希
望

と
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
に
削
減
さ
れ
、
残
り
の
5
0
価

　
地
域
活
動
協
議
会
の
補
助
　
は
地
域
が
自
主
財
源
を
つ
く

金
は
橋
下
市
政
当
時
に
5
0
価
　
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
批
判
が
起
こ
る
中
、
今
は

補
助
金
が
7
5
％
で
、
自
主
財

源
が
2
5
％
。
た
だ
、
行
事
の
た

び
に
領
収
書
を
１
０
０
％
付

け
な
け
れ
ば
7
5
価
の
補
助
金

が
出
な
い
な
ど
、
煩
雑
な
実

務
を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
も
怒
り
が
広
が

り
、
さ
す
が
の
維
新
も
昨
年

の
予
算
議
会
で
「
１
０
０
価

補
助
に
せ
よ
」
と
主
張
し
ま

し
た
が
、
松
井
一
‐
郎
前
市
長

は
踏
み
切
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
橋
下
徹
氏
が
や
っ
た
こ

と
は
変
え
ら
れ
な
い
の
で

す
。
１
０
０
％
補
助
の
実
現

へ
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
府
市
ブ
元
化
」
で
地
方
自
治
が
破
壊

し
な
い
場
合
の
「
除
外
申
　
　
1
1
年
続
い
て
い
る
維
新
市

困が、

制
度
を
始
め
て
い
ま
す
　
政
の
下
で
、
大
阪
市
の
異
常

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
　
さ
が
ま
す
ま
す
際
立
っ
て
い

ま
せ
ん
。
市
民
局
は
周
知
徹
　
ま
す
。

底
が
必
要
だ
と
認
め
て
お
　
　
2
0
年
の
住
民
投
票
で
「
大

り
、
各
区
役
所
に
向
け
て
　
阪
市
存
続
」
が
決
ま
っ
た
の

　
「
も
っ
と
知
ら
せ
る
べ
き
」
　
に
、
「
府
市
一
元
化
ら
の
名

市
政
懇
談
会
で
報
告
す
る

山
中
氏
且
1
0
月
2
4
日
、
大

。
阪
市
役
所
内

学
を
統
合
し
た
「
公
立
大
学

大
阪
」
の
所
管
は
、
市
が
経

済
戦
略
局
、
府
は
府
民
文
化

部
で
し
た
が
、
副
首
都
推
進

局
に
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
首
都
推
進
本
部
会
議
で

は
、
い
ま
だ
に
「
副
首
都
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
議
論
を
続
け
て

い
ま
す
。
吉
村
洋
文
知
事

は
、
「
副
首
都
を
目
指
す
上

で
、
統
治
機
構
に
問
題
が
あ

る
な
ら
、
住
民
投
票
の
結
果

は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
れ
ば

い
い
」
と
公
言
。
３
度
目
の

住
民
投
票
さ
え
ち
ら
つ
か
せ

て
い
る
の
は
、
許
せ
ま
せ

ん
。
　
市
職
員
の
間
に
は
「
物
が

言
え
な
い
」
「
言
っ
て
も
仕

方
が
な
い
」
と
い
う
思
い
が

募
る
一
方
、
特
別
顧
問
ら
に

よ
る
「
友
達
政
治
」
で
、
思

い
付
き
と
暴
走
の
市
政
に
拍

車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
橋
下
市
政
時
代
に
始
ま
っ

た
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」
は

今
、
「
３
・
１
」
と
い
う
バ

で
地
方
自
治
を
壊
す
動
き
が
　
済
局
長
は
府
の
職
員
。
市
役
　
Ｉ
ジ
ョ
ン
で
す
が
、
そ
の
中

加
速
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
所
内
で
は
「
お
金
と
成
長
戦
　
聞
評
価
で
は
3
2
作
が
「
目
標

　
府
市
共
同
設
置
で
副
首
都
　
略
、
大
き
な
街
づ
く
り
を
府
　
達
成
」
。
４
件
が
「
未
速

推
進
局
、
万
博
推
進
局
、
１
　
に
握
ら
れ
た
ら
、
大
阪
市
は
　
成
」
で
、
幼
稚
園
民
営
化
や

Ｒ
推
進
局
、
大
阪
都
市
計
画
　
駄
目
だ
」
と
の
声
も
出
て
い
　
職
員
削
減
が
「
不
十
分
」
と

局
、
大
阪
港
湾
局
が
で
き
ま
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
き

し
た
。
市
の
財
政
局
長
や
経
　
　
大
阪
市
立
大
学
と
府
立
大
　
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

１
１
１
１
Ｉ
‘
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　「万博・カジノより市民の暮らしを」と、大阪市議会開会日に大阪市対策連絡会議

と大阪市をよくする会が取り組んだ市役所包囲パレード＝９月15日、大阪市北区内

維
新
の
「
改
革
」
を
手
放
し
で
礼
賛

　
６
月
の
副
首
都
本
部
会
議

で
は
、
「
大
阪
の
改
革
評
価
」

な
る
も
の
が
議
題
に
な
り
ま

し
た
。
報
告
し
た
特
別
顧
問

の
上
山
信
一
氏
は
、
橋
下
知

事
以
来
1
5
年
間
の
「
維
新
改

革
」
を
手
放
し
で
礼
賛
し
て

い
ま
す
。

　
副
首
都
推
進
本
部
に
よ
る

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
。

　
「
大
阪
の
改
革
が
府
民
・
市

民
に
何
を
も
た
ら
し
た
の

か
。
自
身
の
暮
ら
し
は
良
く

な
っ
た
の
か
。
自
身
の
職

場
、
仕
事
は
良
く
な
っ
た
の

か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
成
果

は
ま
だ
見
え
な
い
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
上
山
氏
は
、
こ

れ
ら
を
無
視
し
て
「
次
は
万

博
と
Ｉ
Ｒ
だ
」
と
叫
ん
で
い

ま
す
。
こ
ん
な
も
の
が
大
阪

の
将
来
を
決
め
る
会
議
体
で

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
副
首
都
推
進
局
や
Ｉ
Ｒ
推

進
局
な
ど
府
市
共
同
設
置
の

局
で
は
職
員
が
増
え
て
い
る
　
な
職
員
不
足
で
す
。

の
に
、
区
役
所
や
市
民
生
活
　
‐
松
共
助
市
長
は
「
カ
ジ
ノ

を
支
え
る
職
種
は
、
慢
性
的
　
に
税
金
は
使
わ
な
い
」
と
言

い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｒ
推
進
局

の
職
員
の
給
料
は
税
金
。
こ

ん
な
無
駄
遜
い
は
今
す
ぐ

や
め
、
そ
の
職
員
を
区
役
所

な
ど
に
配
置
し
、
市
民
の
た

め
の
仕
事
を
す
る
べ
き
で

す
。

万
博
・
カ
ジ
ノ
ヘ
無
理
に
突
き
進
む

　
学
校
統
廃
合
や
少
人
数
学

級
の
否
定
な
ど
、
子
ど
も
と

教
育
も
引
き
続
き
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
片
や

大
阪
市
が
今
熱
中
し
て
い
る

の
が
、
万
博
と
カ
ジ
ノ
。
万

博
は
会
場
建
設
費
の
上
振
れ

の
繰
り
返
し
、
工
期
の
遅
れ

な
ど
、
い
く
ら
難
問
が
噴
出

し
よ
う
が
無
理
に
無
理
を
重

ね
て
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
・
淀
川
左
岸
線

２
期
の
道
路
は
、
万
博
会
場

へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
走
ら

せ
る
た
め
に
工
事
を
急
ぎ
ま

し
た
が
、
工
法
変
更
で
工
事

が
遅
れ
、
事
業
費
も
増
大
。

万
博
に
は
問
に
合
わ
な
い
の

で
、
一
部
区
間
に
5
0
億
円
か

け
て
仮
設
道
路
を
道
り
ま
す
　
で
す
。
目
玉
の
「
空
飛
ぶ
ク

が
、
半
年
間
の
万
博
が
終
わ
　
ル
マ
」
は
実
用
化
で
き
な
く

れ
ば
撤
去
で
す
。
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
が
、
「
ラ
イ
ド

　
万
博
の
工
事
を
最
優
先
す
　
シ
ェ
ア
」
の
議
論
が
始
ま
る

る
た
め
に
、
住
吉
市
民
病
院
　
な
ど
、
命
や
安
全
・
安
心
の

の
跡
地
に
造
る
大
阪
公
立
大
　
軽
視
は
異
常
で
す
。

学
の
病
院
の
建
設
は
後
回
し
　
　
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て
は
事
業

者
と
の
開
で
「
実
施
協
定
」

が
結
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し

カ
ジ
ノ
事
業
者
は
「
最
終
的

な
事
業
実
施
判
断
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
状
況
に
な
い
」

と
主
張
し
、
違
約
金
な
し
で

事
業
者
が
撤
退
で
き
る
解
除

権
を
３
年
延
長
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
土
壌
対

策
の
途
中
で
カ
ジ
ノ
事
業
者

が
撤
退
し
、
大
阪
市
は
土
壌

対
策
費
用
を
請
求
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
起
こ
り
か
ね
ま

せ
ん
。
万
博
も
カ
ジ
ノ
も
早

く
や
め
さ
せ
て
、
こ
れ
以
上

傷
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

大
き
く
変
化
し
た
世
論
さ
ら
に
前
へ

　
令
、
世
論
も
大
き
く
変
化
　
夢
洲
開
発
に
こ
れ
以
上
お
金
　
は
絶
対
や
ら
せ
て
は
な
り
ま

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
と
い
　
せ
ん
。
世
論
を
さ
ら
に
大
き

　
1
0
月
の
「
毎
日
」
の
世
論
　
う
の
が
、
市
民
の
声
に
な
　
く
変
え
て
、
夢
洲
開
発
を
ス

調
査
で
、
万
博
の
会
場
建
設
　
り
、
推
進
派
を
追
い
詰
め
て
　
ト
ッ
プ
さ
せ
、
政
令
市
で
あ

費
の
上
振
れ
に
つ
い
て
「
規
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
大
阪
市
が
持
つ
大
き
な
力

模
を
縮
小
し
て
費
用
を
削
減
　
　
大
阪
の
政
治
、
大
阪
市
の
　
を
市
民
の
た
め
に
使
わ
せ
る

す
べ
き
」
が
4
2
価
、
「
万
博
　
財
政
や
市
民
生
活
の
将
来
の
　
方
向
に
変
え
て
き
ま
し
ょ

を
や
め
る
べ
き
」
が
3
5
％
。
　
た
め
に
も
、
万
博
と
カ
ジ
ノ
　
う
。
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